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◇◇ 近畿病院図書室協議会 ◇◇

第２３回 総 会 報 告

平成９年３月２７日、兵庫県立尼崎病院講堂において平成８年度の近畿病院図書室協

議会第２３回総会を開催した。当日は出席会員２７機関、委任状の提出５０会員で開催され、

午後１時からの牧野尚彦会長の開会挨拶の後、議長に中嶋和子、副議長に重富久代、

書記に笠原廣子の各氏を選出し議案審議に入った。

議案７題はそれぞれ満場一致で可決され、また、次年度の会長と事務局長には、そ

れぞれ役員会で選出された牧野尚彦兵庫県立尼崎病院長と小田中徹也国立京都病院図

書室司書が再選された。総会終了後の午後４時からは講師に中村秀穂氏（医学書院常

務取締役）を招き、「医学書の企画から出版まで」と題する総会特別講演を開いた。出

版事業の経済的背景から医学や保健分野への動向分析、著作権の問題など、興味深い

話題が出版者の立場から紹介された。日頃馴染み深い医学書の出版されてくる背景に

ついて深く知る機会となった。

議 案 日 程

議案Ｉ 平成 ８年度活動報告

議案Ｈ 平成 ８年度会計・監査報告

議案ｍ 平成９年度活動方針

議案ＩＶ 平成９年度事業計画

議案ｖ 平成９年度予算

議案ＶＩ 役員改選

～ 小憩 ～

議案Ⅶ 次年度会長・事務局長承認

議案Ｉ 平成８年度活動報告

はじめに

当協議会は、１９９５年１月の阪神・淡路大震

災で多くの会員が未曾有の災害を被ったが、

１９９６年に入ると復旧も一段落し、図書館機能

もほぼ回復した。この間、情報をとりまく環

境はマルチメディアやインターネットに代表

されるように大きく急速な変貌を遂げている。

特に、インターネットについては図書館関係

者は積極的に利用することが期待され、当協

議会では１０月末、ｗｗｗ上にホームページを開

設した。

事業活動の中では、病院図書室が時代の新

しい情報ニーズに積極的に対応するため、研

修会の企画においてコンピュータ関連を多く

扱った。すなわち、第８０回研修会では「エン

ドユ ーザー・コンピューティング・セミ

ナー」を、また、第８１回研修会では「イン

ターネットによる文献の検索と人手」をそれ
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ぞれテーマとして、新しい動向を見た。

一方、会誌『病院図書室』（季刊）では「患

者の権利と医学情報の提供 一病院図書室の

果たす役割」１６巻２号、「病院図書館員の専

門性」１６巻４号をそれぞれ特集し、病院図書

室の固有の問題点を掘り下げた。また研修会

と連動して、医学雑誌の効率的な管理（１６巻

１号）や、会員からの事例報告集（１６巻３号）

など、日常業務の検証もおこなった。

また、会員の医学雑誌の所蔵目録の作成に

ついては今年度から新たに目録編集部を設け

て現行所在版と総合目録の発行にあたること

にした。今年度は現行版を発行したが、来年

度には総合目録を発行するため、現在、準備

作業を進めている。このほか、年次統計調査

については調査項目の内容を見直し、サービ

スの側面を重視して実施した。

さらに、病院図書室研究会が新体制になっ

たのを機会に、６月に名古屋市で９月には京

都市において懇談会をもった。そこで、日本

における病院図書室の全般的な向上を共に図

るため、今後、新しい協力事業の実施や人的

交流を深めていくことにした。

その一環として、医療研修推進財団が秋か

ら準備を進めている ”Ｖｉｒｔｕａｌ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒ

ａｒｙ”の企画へも提携して協力することになっ

た。

Ｉ － １ 各事業部報告

Ｉ－１－１．研修部

［第５回勉強会］

日時：１９９６年６月６日（木）１３：３０～１６：３０

場所：京都南病院

会費：５００円

テーマ：雑誌所蔵目録のつくりかた ーデー

タの収集と管理一

相互貸借のルールとマナー

講師：研修部

参加者：２１名（うち研修部５名）
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［第７９回研修会］

日時：１９９６年７月１７日（水）１０：００～１６：１５

場所：兵庫県立尼崎病院

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．病院図書室日常業務の検証

講師 徳田雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

２．図書館司書の役割ど専門性一公共図書

館より一

講師 三苫正勝

３．［コ・メディカルスタッフについて］

臨床工学技士

講師 渾竹正浩

（大阪府立母子保健総合医療センター）

参加者：２３名（うち非会員３名）

［第８０回研修会］

日時：１９９６年９月２５日（水）１０：００～１７：００

場所：紀伊國屋書店オンライン・セミナー室

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．パソコンのＡＢＣ

講師 小田中徹也（国立京都病院）

２．マルチメディアー電子出版やソフトウ

ェアの紹介と使用体験一

講師 貴志秀人（㈱紀伊國屋書店）

３．パソコン通信 一加入・接続から利用

まで一

講師 湯浅智之（㈱サンメディア）

４．インターネットー接続から利用まで

ｗｗｗとｅ－ｍａｉｌを中心に一

講師 立道 勉（㈱サンメディア）

参加者：３０名（うち非会員２名）

［施設見学会］

日時：１９９６年１１月２０日（水）

場所：㈱ナカバヤシ兵庫工場

兵庫県養父郡大屋町

参加者：１４名（うち非会員２名）
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［第８１回研修会］

日時：１９９６年１２月１７日（火）１０：００～１７：００

場所：科学技術振興事業団大阪支所

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．書誌事項の確認と所在確認一効率のよ

い相互貸借のために一

講師 徳田雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

２．各病院図書室における医学雑誌所在目

録の作成方法について

講師 山室真知子（京都南病院）

３．ＩｎｔｅｒｎｅｔＧｒｅａｔｆｕｌ Ｍｅｄ の紹介

講師 福島 勲

（科学技術振興事業団）

４．医療研修推進財団の取り組み

一医療情報検索システムの紹介一

講師 種村一郎

杉本満信

（医療研修推進財団）

参加者：５０名（うち非会員１５名）

［第８２回研修会］

日時：１９９７年３月２７日（木）１０：００～１２：００

場所：兵庫県立尼崎病院

会費：５００円

プログラム［事例・研究報告会］

１．移転後１０年を経過しての現状と問題点

一診療録管理室との兼務での実情一

林伴子（社会保険神戸中央病院）

２．新病院開院に伴う図書室新設から半年

を経過して

田中典子（市立堺病院）

３．労災病院図書室ネットワークの第一歩

一雑誌目録の作成①一

井川美幸（神戸労災病院）

４．学会教育施設の図書室規定についてー

アンケート結果を中心に一

田中文子（済生会兵庫県病院）

５．相互貸借における文献所在調査結果報

告

山室真知子（京都南病院）

－５４

参加者：３０名

今年度は４回の研修会、並びに勉強会、施

設見学会を各１［司行った。

勉強会は前年度と同様、新任担当者向けの

内容で雑誌所蔵目録作成の方法を中心に行っ

た。

研修会の今年度のテーマは、研修部で検討

を加えた結果、もう一度図書室業務を見直そ

うということになった。そこで、第７９回研修

会では日常業務の検証と図書室職員の専門性

を 考えることにして企画した。しかし、

ニューメディアに対する知識獲得の声も聞か

れたため、第８０回、８１回研修会ではコン

ピュータ利用を目的とした研修内容となった。

研修部としては年間を通して一貫したテーマ

に沿った研修会を開きたいと以前より考えて

いたが、今年度は見送ることにした。

とはいえ、図書室業務にとってコンピュー

タは必要不可欠になってきている。最近では

インターネットの利用も徐々になされてきた。

第８０回、８１回研修会は時宜にかなったものと

いえよう。特に、第８１回研修会ではインター

ネットを使った Ｖｉｒｔｕａｌ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ

（ＶＭＬ）の紹介があったため、加入を予定して

いる会員外の参加者が多かった。

事例・研究報告会では例年演題集めに苦慮

七ているのが実情である。今年度からの試み

として、年度初めにテーマを決め、それにつ

いての研究報告を行った。今回は初めてのこ

とでもあり、研修部で担当した。

年間を通しての研修部事業の評価としては、

新規の参加者の増加があげられる。全ての研

修会に参加することは難しくても、いずれか

に出席する事によって何かしら得られるもの

があると考える。

今年度は担当者の都合により研修会のビデ

オ収録はできなかった。資料は保管している

ので、必要な方は研修部に問い合わせ頂きた

い。

今年度は研修部員として、大阪府立母子保



健総合医療センターの徳田雅子氏と大阪労災

病院の上川菜々子氏の協力を得た。

年度当初に検討し計画したことが、結果と

して実を結べなかった面もあったが、多方面

からの協力を得て年４回の研修会を開催でき

た。研修部としての企画力不足を反省すると

ともに、感謝を表したい。

次年度はまた、新たな研修部体制で臨む事

になるが、会員数も増え、担当者が交代した

施設も多くなってきたので、地域に根ざした

研修活動や、経験年数を越えた幅広い支持を

うけることの出来るような研修会など、いろ

いろな方法を検討し、よりよい研修活動を目

指してゆきたい。

Ｉ－１－２．編集部

今年度は１６巻１号～４号を発行した。主な

特殊記事は、

１号「効率のよい雑誌管理（第７７回研修

会）」

２号「患者の権利と医療情報の提供一病院

図書室の果たすべき役割」

３号「第７８回研修会事例研究報告」

４号「病院図書館員の専門性と役割」

であった。総ページ数は １５７ページとなった。

今年度を総括すると、前進面として、①編

集方針に基づいた誌面を追求することができ

た。［９６年度編集方針：病院図書室に根ざし

て図書館員に身近な記事作りをめざす中で、

新たに病院図書室のあり方についても模索し

ていく］②購読部数の拡大に取り組み、２２部

増となった。

また、今後の課題として①発行の大幅な遅

れ②編集体制の確立があげられる。

各号の発行日，頁数，

１６巻１号 Ｈ８．５．１１，

１６巻２号 Ｈ８．８．２，

１６巻３号 Ｈ８．１１．２９，

１６巻４号 Ｈ９．２．２１，

２。発行経費

発行部数

３００部

３００部

３００部

３００部

－５５－

病 院図 書室 Ｖｏｌ．１７Ｎｏ．２，１９９７

会誌１６巻１号～４号に要した費用は，１，３１

２，７７０円。予算１．３００，０００円に対して１２，７２０円

の赤字となった。

３．広告収入

［年間契約］

厚生社（Ｂ６）

サンメディア

ナカバヤシ

ペルブック

［単発契約］

ユサコ

１６（２）－１７（１）２０，０００円

（裏表紙）

１６（３）－１７（２）８０，０００円

（Ｂ５）

（Ｂ５）

１６（２）－１７（１）４０，０００円

１６（１）－１６（４）４０，０００円

（Ｂ５）１６（１） １２，０００円

合計 １９２，０００円

４。編集体制

年間４号の発行は、かなりの実務量となり、

部員個々の負担が増大し、このことは発行の

遅れにも大きく影響している。これらを解消

するために、昨年度は部員を２グループに分

け、各グループで２号ずつ担当し発行するこ

とにし作業にあたっていたが、後半、部員

個々の日常業務の増大などの原因で維持でき

ず、部員全員で手分けをして発行することに

なった。

新年度は、新たに部員も増員して、２グ

ループ制で編集スタイルを確立することが必

要である。そのために、企画の年間計画の早

期立案、作業の合理化（パソコン通信の活用

など）を追求していく必要がある。

編集会議は今年度２回、開催日程等は、下

記の通りである。

Ｈ８

Ｈ９

７

ｎ
乙

９

６

三菱京都病院

西淀病院

５．編集方針

今年度の編集方針は「９６年度編集方針：病

院図書室に根ざして図書館員に身近な記事作

りをめざす中で、新たに病院図書室のあり方

についても模索していく（具体的には、病院

図書室がおこなう患者サービスや図書館員の

Ｉ
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専門性）」であった。２号４号では、具体的

に編集方針に基づき特集記事を企画すること

ができた。

来年度の編集方針は、「病院図書室に根ざ

して図書館員に身近な記事作りをめざす中で、

今後、図書館業務に必要とされるニューメデ

ィアの媒体の紹介、具体的事例など取り上げ

る。同時に図書館員の役割や専門性について

も引き続き掲載していく」ことにする。

また、１７巻１号から目次の英文を掲載し、

協議会のホームページ上でも紹介していく。

６。購読会員の拡大

これまでは、あまり拡大にむけての積極的

な取り組みはおこなって来なかったが、今年

度は、パンフレットを作成し、日本医学図書

館協会加盟の近畿地区以外の図書館に購読を

呼びかけをおこなった。

また、これまで寄贈していた日本図書館協

会の近畿地区の加盟館にも寄贈から購読への

変更の協力を依頼した。

その結果２２部（１１部新規購読、１１部寄贈か

ら購読会員へ）の拡大となった。

了。今後の課題

今後の課題は、これまでにも述べてきたが、

特に下記の２点に重点をおいて取り組んでい

きたい。

Ｏ 企画の早期立案、編集体制の確立、年

４回の発行を内容面の充実とともに遅れのな

いように発行するために、増員も含めて２つ

のグループにわけ、それぞれ２誌ずつ発行で

きるような編集体制を確立したい。また、企

画の早期立案をおこない任務を分担して作業

をすすめていく。

２）電子情報時代にむけて病院図書室に求

められる役割について模索する。その媒体や

事例などを掲載し、また、その中での図書館

員の役割や専門性について模索していく。

Ｉ １ ３

統計調査部

５６

【重複雑誌目録の発行】

ａ．調査対象：１９９５年１－１２月発行の重複

雑誌

ｂ．作業経過：１９９５．７．１６ 調査用紙発送

（１０７施設）

１９９５．８．１９ 回答締切

１９９５．１０．３１ 日録発送

（１０８施設）

ｃ，参加施設：２９施設（参加率２７％）

ｄ．タイトル数 ：２０１誌

（国内７６種 外国１２５種）

ｅ．印 刷 費：１，０００円（１１０部）

【図書室統計調査報告書の発行】

ａ．調査対象期間：平成７年度（１９９５年４月

～１９９６年３月）

ｂ．調 査 項 目：図書室管理機能，サー

ビス機能，統計

ｃ，作 業 経 過：１９９５．７．１６ 調査用紙

を発送（１０７施設）

１９９５．８．１９ 回答締切日

１９９５．１０．３１ 報告書の発

送（１０８施設）

ｄ．回 答 施 設：８９施設（回収率８３％）

ｅ．印 刷 費：７，０００円（１１０部）

ｆ．文献の相互利用（協議会全体の件数）ｆ。文献の相互利用（

一受付一

協議会加盟施設

協議会加盟外

その他，不明

合 計

一申込一

協議会会員施設

上記以外の病院

大学図書館

文献手配業者

その他，不明

合 計

１２，６３７件（８２％）

１，９４０件（１３幻

７６０件（ ５％）

１５，３３７件

１３，０１２件（３４％）

１．５２３件（ ４％）

１３，８８３件（３１％）

８，３７８件（２２％）

１，０４４件（ ３％

３７，８４０件

【経費】印刷費：８，０００円 郵送費：２９，８７０円



今回、調査形式を大幅に変更した。今後も

図書室の機能的側面を重視した調査を検討し

てゆきたく、皆様のご意見をお聞かせ下さい。

Ｉ－１－４ 日録編集部

協議会会員の「現行雑誌所在目録１９９６」と

「医学雑誌総合目録・改訂版」の作成のため

に、従来の目録編集委員会を目録編集部とし

て再出発させた。会員の増加もあり委員のみ

では早期に発行は困難と考え、今年度第１［ｎ］

幹事会において目録作成の一部を外注するこ

とが決定した。なお「現行雑誌目録」は今後

毎年の発行とするが、「医学雑誌総合目録」

改訂版発行の年は、その年度の所蔵は総合目

録にふくめ、「現行」は発行しないことに

なった。

「現行雑誌所在目録１９９６」の発行

第１回幹事会において「現行雑誌所在目録

１９９６」の発行が決定し５月初旬に各会員に、

１９９６年の国内・国外雑誌の所蔵タイトル目録

提出依頼を行った。この目録は文献の相互貸

借のための資料とし、各会員の事情により相

互貸借業務を行っていない機関の所蔵データ

は除外した。この目録は７月に完成し、全会

員に配布した。外注による経費は２５７，５００円

であったが、次年度からの作成には基礎デー

タが利用出来るので作成経費は軽減される。

「医学雑誌総合目録 改訂版」の作成準備

長い間の懸案事項であった「医学雑誌総合

目録改訂版（国内雑誌・国外雑誌）」の作成

の実現に向けて１１月よりその準備を開始し、

第８１回研修会においてそのあらましを説明し

た。各会員機関において所蔵データが作成し

やすい方法を考慮して準備期間に日時をかけ

たため、データ提出依頼は３月初旬となった。

また、ＶＭＬ （Ｖｉｒｔｕａｌ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ）

システムの参加会員には、二重の負担となら

ぬように医療研修推進財団への提出データ`と

総合雑誌目録のためのデータをリンクさせる

ことにした。目録の完成は７月下旬から８月

－５７－

初旬の予定である。

Ｉ－２ 組織活動
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Ｉ－２－１ 幹事会

今年度は、幹事の負担を減らすため従来の

定例６回の幹事会を４回にして開催し会の運

営にあたった。以下、主議題のうち各事業の

報告事項については省略した。

日程 会場／主議題

①４月２６日 淀川キリスト教病院

幹事役割分担、事業企画

②７月１１日 尼崎市立産業郷土会館

Ｌ－ｐａｌシステム、対外協力活動

③１０月１７日 国立京都病院

ＶＭＬ、総合目録、ホームページ

④１月１６日 淀川キリスト教病院

年度末の総括と準備

１－２－２ 役員会

平成９年２月２７日、兵庫県立尼崎病院にお

いて平成８年度の役員会を開催した。新会長

のもと今年度の事業活動の報告と来年度の活

動方針、事業計画、予算の各案を審議した。

この中で、共同事業関連と総合目録の作成費

については特に検討を重ねた結果、事務局案

が承認された。また、平成９年度の会長には

牧野尚彦兵庫県立尼崎病院長が、事務局長に

は小田中徹也国立京都病院図書室司書がそれ

ぞれ再選され、総会に諮ることにした。

Ｉ－２－３ 会員の状況

会員数：１０９機関

（近畿外；３３機関、病院外；８機関）

異動：

入会：名古屋徳州会病院、日本赤十字社和歌

山医療センター、滋賀医療技術専門学

校

院

豊橋市民病院、京都民医連中央病

退会：神戸徳州会病院
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Ｉ－２－４ 対外交流

近畿地区医学図書館協議会の例会では、第

６６回例会（０６／２１大阪医科大学図書館）へは

幹事の山崎捷子と松本純子が出席した。第６７

回例会（１０／０８大阪大学附属図書館生命科学

分館）には事務局の小田中徹也と会員の松原

康子が出席した。当地区協議会では、昨年に

引き続き第２回シンポジウム（１１／２９大阪市

立大学学術情報総合センター）を開催した。

当協議会からもその実行委員として企画担当

幹事の首藤佳子が加わり、当日は会員から９

名の参加があった。

日本医学図書館協会の第６７回総会（９６／０５／

２１－２２神戸国際会議場）へは事務局長の小田

中徹也と幹事の林伴子がオブザーバーとして

出席し、関係者との交流を深めた。

また、今年度の日本病院会第１９回全国図書

室研究会（１０／０３，０４横浜）の後援名義の使用

については例年どおり協力した。また秋に、

医療研修推進財団が病院図書室の文献流通に

おいてインターネットを利用するシステム

（ＶＭＬ）を企画したことから、これに協力する

ことになった。

医療研修推進財団の運用による当システム

は、文献相互貸借に利用することを目的とし

てインターネット上に作成される病院図書室

所蔵の医学雑誌目録のデータベースであり、

平成９年４月からの本運用が予定されている。

当協議会では、立ち上げ時における ＶＭＬ参加

会員の所蔵データの取りまとめと、本運用に

入るまでのシステム開発面で協力をしている。

なお、平成８年１１月中旬、当システムへの会

員の参加意向を把握するため各会員ヘアン

ケート調査を実施した。その結果、参加希望

の１２会員（一部他団体と重複）のうち、９会

員が参加することになった。ちなみに未定は

１４会員、不参加は１５会員あり、これらのうち

インターネットを利用できる会員は１５会員で

あった。

病院図書室研究会との交流では、「はじめ

に」でも述べたように今年度は懇談会や非公

式の場で数回にわたり話し合いの機会を持ち、

今後の協力・共同事業のあり方を探った。そ

の中で、日本における病院図書室および図書

館員の向上のために協力していくことで認識

が一致した。

Ｉ －２－５ 論文 一学会活動

［論文］

（１）山室真知子（京都南病院）

患者さんとその家族のための医学書（２）

全国患者図書サービス連絡会会報

３（１，２），２０，１９９６

（２）山室真知子（京都南病院）

患者さんとその家族のための医学書（３）

全国患者図書サービス連絡会会報

３（３，４）．４５，１９９７

（３）小田中徹也（国立京都病院）

館種別図書館概況「病院図書室」：近

畿病院図書室協議会 図書館年鑑１９９６

年版 ｐ．９３－９４ 日本図書館協会

（４）小田中徹也（国立京都病院）

特集：阪神・淡路大震災と図書室「図

書館関係団体の復旧活動」：近畿病院

図書室協議会 図書館年鑑１９９６年版

ｐ．２７４－２７５ 日本図書館協会

議案ｎ 平成８年度近畿病院図書室
協議会会計報告・監査報告

（次頁）

議案Ⅲ 平成 ９年度活動方針

高度化と専門化かつ患者中心主義に移行し

ている医療の場で、情報を提供する病院図書

室の果たすべき役割は高まり期待もされてい

る。しかしながら、病院図書室の環境とくに

人員についてはこれに比例して向上せず、一

部ではむしろ悪化の傾向がみられる。一方こ

のし ２年、情報テクノロジーはパソコン・

ブームやインターネットに見られるように急

－５８－
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議案Ｈ 平成８年度近畿病院図書室協議会会計報告

（収入の部） 単位＝円

費 目 予 算 額 決 算 額 摘 要

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

そ の 他

広 告掲載料

そ の 他

１，４８９，０９８

２，１８０，０００

４０１，５００

（２９４，０００）

（１０７，５００）

１８０，０００

－

１，４８９，０９８

２，２６０，０００

５５７，７００

（３９６，０００）

（１３０．５００）

（３１，２００）

１１２，０００

１，７７３

Ｈ５×＾― ２０，０００

Ｈ６×１＝ ２０，０００

Ｈ７×１＝ ２０，０００

Ｈ８×１０７＝２，１４０，０００

入会金×６＝６０．０００

Ｈ７×２＝ １２，０００

Ｈ８×６４＝ ３８４，０００

第７８－８１回研修会参加費

第５回勉強会参加費

会誌バックナンバー・現行

雑誌所在目録売上

ユサコ，厚生社，ナカバヤ

シ，ペルブック

銀行利息

合 計 ４，２５０，５９８ ４，４２０，５７１

－５９－
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（支出の部） 単位＝円

費 目 予算額 決算額 差引増△減 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会誌 発行費

研 修 会 費

総合目録改版

準備費

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

８５，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

２，１００，０００

８５，９７０

６６，９９９

９７，３５０

３６９，６３０

１，９６８，２９７

△ ９７０

３３，００１

２２，６５０

１３０，３７０

１３１．７０３

（ △１２，７７０）

（ △１２，３９７）

（１００，０００）

（５６，８７０）

１１０，８６０

９０１，９５５

１０３，１３５

選挙・議案書費用

特別講演謝礼・交

通費

フィルム代，現像料，

封筒印刷代，他

事務局，各部会連

絡，会員宛通信費

幹事会，各部会

その他

会誌１６（１）－（４）

印刷費，発送費

第７８－８１回研修会

第５回勉強会，見

学会

現行雑誌所在目録

重複雑誌・年次統

計作成費，発送費

ＵｎｉｏｎＣａｔａｌｏｇ９４

資料移転費

ＪＭＬＡ総会参加費，

祝電，他

（１，３００，０００）

（３００，０００）

（１００，０００）

（４００，０００）

１５０，０００

１，０００，０００

１９５，５９８

（１．３１２，７７０）

（３１２，３９７）

（Ｏ）

（３４３，１３０）

３９，１４０

９８，０４５

９２，４６３

合 計 ４，２５０，５９８ ２，８１７，８９４ １，４３２，７０４

６０
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単位＝円

収 人 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

そ の 他

広 告掲載料

そ の 他

１，４８９，０９８

２，２６０，０００

５５７，７００

（３９６，０００）

（１３０，５００）

（３１，２００）

１１２，０００

１，７７３

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

総合目録改定版

準備費

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

翌年度繰越金

８５，９７０

６６，９９９

９７，３５０

３６９，６３０

１，９６８，２９７

（１，３１２，７７０）

（３１２，３９７）

（Ｏ）

（３４３，１３０）

３９，１４０

９８，０４５

９２，４６３

１，６０２，６７７

合 計 ４，４２０，５７１ 合 計 ４，４２０，５７１

上記決算については，会計監査を終了しました。

平成９年３月２４日

激に変貌し、病院図書室にも大きな影響を及

ぼしている。

このような状況の中で、当協議会は病院図

書館員のあり方を改めて問い直すとともに、

その資質の向上について対策を考えていく必

要があるだろう。つまり、情報提供サービス

の方法、内容や対象についてあるいはメディ

アやテクノロジーについて再教育を講じて、

強固な専門性を獲得しなければならないと考

会計監査 松 原 康 子

亀井真由美

⑩

９

えられる。

そこで、当協議会の研修・教育事業におい

て新たな内容や形態を考えるとともに、会誌

『病院図書室』においても編集体制の確立と

ともに、この課題を記事構成に反映させてい

きたい。年次統計調査等については従来どお

り実施し、また、今年度から目録編集部とし

て取り組んでいる総合目録の改訂は、会員へ

も費用の一部負担をお願いすることになると

６１
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思われるが、来年度の発行を是非とも実現す

る。さらに、秋に開設した当協議会ホーム

ページは幸い好評を得たので、広報と情報提

供の場としてより内容を豊かにするために適

切なサーバーを確保し、充実発展させたい。

ところで、日本における病院図書室やそこ

に働く図書館員の全般的な向上には、当協議

会だけでなく全国的な規模で考え取り組む必

要があろう。そのため、病院図書室研究会と

は協力してこの課題に当たっていきたい。さ

しあたり、病院図書室が現在取り組むべき火

急の情報テクノロジーであるインターネット

と、病院図書館員の専門性を具現化する意味

での認定制度の有効性について共同プロジェ

クトを組むことがと考えられる。

さらに、日本医学図書館協会をはじめとす

る医学図書館とも従来どおり交流を深めると

ともに、各地区の関連団体あるいは関連機関

とも協力して医学情報の流通発展に寄与して

いきたい。

議案ＩＶ 平成 ９年度事業計画

１

医学文献情報活動の推進

「医学雑誌総合目録」改訂版の発行

２。教育研修活動の継続

定例研修会・勉強会の開催

集中講習会の開催

諸研究研修会への案内と参加奨励

３

４

５

出版広報活動の継続

会誌『病院図書室』の季刊発行

ホームページ・サーバーの確保と内容

更新

年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査、重複雑誌

目録の作成

共同事業の実施

インターネットおよび図書館員認定制

度の調査研究

議案 Ｖ 平 成 ９年 度予 算

（次頁）

議案ＶＩ 役員改選

選挙管理委員より平成９年度役員改選が行

われ、幹事７名と会計監査２名が選出された。

新役員は以下の通りである。

○幹事

木下久美子

首藤 佳子

田中 文子

前田 元也

松本 純子

山崎 捷子

山室真知子

○会計監査

吉田美知子

亀井真由美

（高山赤十字病院）

（星ヶ丘厚生年金病院）

（済生会兵庫県病院）

（西淀病院）

（住友病院）

（淀川キリスト教病院）

（京都南病院）

（京都桂病院）

（阪和記念会館）

議案Ⅶ 会長・事務局長承認

会長は牧野尚彦氏（県立尼崎病院院長）、

事務局長には小田中徹也氏（国立京都病院司

書）がそれぞれ承認された。

以上をもって第２３回総会を閉会した。

－６２－



（収入の部）

議案Ｖ 平成９年度予算

（支出の部）

費 目 金 額

前年度繰越金

会 費

平成９年度

事 業 収 入

会 誌 購 読 会 費

平成９年度

平成８年度未納

研 修 会 費

定 例 研 修 会

事 例 報 告 会

勉 強 会

雑 誌 総 合 目 録

そ の 他

そ の 他

広 告 掲 載 料

１，６０２，６７７

２，１６０，０００

＠２０，０００×１０８

１，０６３，０００

（４０８，０００）

§６，０００×６５

§６，０００× ３

（１１５，０００）

＠ｌ，ＯＯＯ×３０×３

＠ ５００×３５

＠ ５００×１５

（５４０，０００）

１８０，０００

合 計 ５，００５，６７７

病院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎａ２，１９９７

単位＝円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌発行費

研 修 会 費

総合目録

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

１００，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

３，２２０，０００

（１，４００．０００）

（３５０，０００）

（１，０７０，０００）

（４００，０００）

１５０，０００

６００，０００

２１５，６７７

選挙費用，議案書

費用，特別講演謝

礼，交通費

封筒印刷，年賀状

印刷，他

事務局・各部会連

絡，会員通知用

役員会，幹事会，

各部会，ＪＭＬＡ近畿

地区例会，他

会誌１７巻１－４号印

刷，送料，執筆料

定例研修会３回，

事例報告会，勉強

会

雑誌総合目録改版

（国内・外国編）

年次統計報告Ｈ８年

重複雑誌目録Ｈ９年

インターネット関連費

医学洋書総合目録

他，

慶弔費，接遇費，他

合 計 ５，００５，６７７

－６３－




